
第23次保護基準による簸低生活費の例
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一般勤労世帯と被保護世帯の消費支出の格差の推移
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　　今年で保謹基準の改定も第20次を数えることになりました。昭和25年を
　　　100とすると4力隼で田％強の引上げになっているそうです。4月1日を
　　　　もって、碁準、実施要領、事務監査方針が改善、あるいは、さらに強化され
　　　　　　た姿勢で方針が定められましたので、くわしい解説を特集してみましたo
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生活扶助基準改定状況（1級地標準4人世帯）
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　　認とカのカな詔明た護護あ施　規は全適そえで入

たに　とつ態つと調の
oつなさいがいと査支就
　いおれて調てな確度職
　て’ての弼柔つ認品支

蕪耀難灘
改及
正
整び
理浸
が熊
行修
わ得
れ盤

はな目’な’目
認いを洋くとの
め限必曝定くう　…
らり要　額に隻　垂
れ当と布言トそ
な該す団上のr　軍
い品資類す品そ　ヨ
も目　等る目の
のに実にこを他　i

　　　書終ら0　　薗の受のたあ定月昭　〔の胴ゆに場貧謝ら企六㊧書と旦定
　　　　る被　　　例給で要つすの和国経※額イ江事分宣さし次又力）なす
　　　社簸従扱支地に月寧（匹る翌三民過算とt紹1蝦齢誌騒膿謂霧
　　　繋llい箏議ll桀1難麓箋鍵駿灘鵡繕芽

　　≡難瞳る搬翻望響塁獣鷺）蟷無歪野竃鰹柵髪
喝糠顯藷黙鞭縫鱒1塞繰騰難攣一鞭
　　　喬す儲の等舐激黙3轟謁㌍縮鎚雛盤讐鵡鍔

　　…　　　　のの表性まるづ時て限置へる曾〔定れ公銭事た入てに　6く事今で給こ

れのつつら認は形なわ　るそ
た次ていか定予式るれ条規の

渓響黛購穀誤雛
※達と慈れ象置期と場予改支
第改す善たとに的さ合算正給
8正る的。な基臨れに借さす

明はよ付て形とつ時団
記同つの支式がて的体
さじて資給的明もなが
れくま金さに確す給被
た収かがれはにべ付保
O入な地る社さてと護
　認わ方金会れ収し者

次公改がる団さ
官共正あ余体れ一
通団さつ地にて

。赫砦舘紫’
7を社マるてカき
の除会　の支
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